
本書を手に取ったみなさまは「小児科」「調剤」「服薬
指導」というキーワードが目についたのではないでしょう
か．

一般に医療従事者のキャリアパスとして，臨床で
ジェネラリストとして経験を経て，その後スペシャリスト
を目指すというものは，医師だけでなく，薬剤師にと
ってもなじみ深いでしょう．私見になりますが，なかでも
小児領域に関しては，志す若手薬剤師が多いのでは
ないでしょうか．一方で，スペシャリストとなるための専
門書は難解なものも少なくないうえに，ジェネラリストと
して一般論の一環として小児領域を学びたい場合やス
ペシャリストを志す際の入門書として使用できるような
成書もこれまで多くはなかったように思います．本書は
そのような隙間を埋める一冊という位置づけともいえる
ように感じます．

諸外国と比べて，わが国の小児領域の調剤は，保護
者の負担軽減や投薬間違いを回避すべく，さまざまな
工夫が凝らされています．液剤（または懸濁用剤）の
ボトル調剤が基本の諸外国と比べると，患者に合わせ
1 回用量ごとに散薬が分包されることは国際的には必
ずしも多くなく，加えて液剤の一線あて調剤，薬袋を
用いた調剤など，ある意味諸外国の調剤の概念とは少
し異なる状況ともいえるかもしれません．これは，子ど
もや保護者に対して少しでも投薬が負担にならないよ
うにと配慮されたものでありますが，細かい部分に関
しては系統立てて学ぶ機会は少なく，各薬局・薬剤部
において内規として存在した内容を覚えて調剤が行わ
れているのが現状だと思います．当然，服薬指導に関

しても，小児がしばしば罹患する疾患などに関し，年齢
（月齢）に合わせ，保護者に対して適切にかつ短時間
でポイントを伝えるということが必要であり，薬剤師と
しての知識・技術・態度などが総動員されるシーンとな
ります．

本書では，前述の「調剤」「服薬指導」に加えて，小
児領域でしばしば目にする一般的な疾患に関して系統
的かつ網羅的にまとめられており，小児医療に興味を
もつ医療従事者，特に薬剤師，薬学生のための小児
領域への入門書としておすすめできる一冊です．
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